
生産農場では、動物が健康に過ごせるように、農場と

獣医師が協力して病気の予防（※）やエサの管理などを

行っています。

※道の家畜保健衛生所の獣医師が伝染病の予防や診断

などを行っています。

「と畜検査」をのぞいてみよう！

と畜場にやってきた牛や豚などは、

元気があるか、体の表面や歩き方に

異常がないかなどを食肉衛生検査所の

と畜検査員（獣医師）がチェックします。

①生体検査

筋肉、骨、内臓などに病気や異常がないかどうか

一頭一頭丁寧にと畜検査員が検査します。

異常な部分があれば切り取って捨てたりして、

問題のない健康なお肉だけを流通させます。

②枝肉検査、内臓検査

目で見て病気かどうか判断できないときには、

顕微鏡を使ったり、病気を起こす菌がいないか

食肉衛生検査所で菌を培養したり、遺伝子を

調べたりして、さらに詳しく検査します。

③試験検査

問題がない健康なお肉には、検査に合格した証

である「検印」（※）が押され、スーパーや精肉店

などへ出荷されていきます。

※この部分は、消費者のもとに届くまでに切り落と

されています。

④検印
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道内の年間検査頭数 ※令和5年度（2023年度）実績

約 21.4万 頭

約 127万 頭

食肉衛生検査所の獣医師

全国１位！

全国2位！
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